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　今年の３月に、私は卒業論文「幕末の農兵̶秋田
藩渡部村農兵などから」（約 275 ページ× 200 字）

を書き、大学の文学部史学科（通信教育課程）を卒

業しました。

　是は、大学卒業後、日本精工 ( 株 ) のエンジニア

とマネージャーとして、生産と設計部門 18 年、海

外部門 18 年の経験し、過去約 13 年の海外駐在生

活を通じ、日本の歴史を海外の多くの友人、知人に

十分に説明し、理解させる難しさと反省から、定年

退職時に日本史を勉強することにいたしました。

　定年後、中小企業に就職し、約７年間勤め、約５

年前から歴史学に本格的取り組み、約２年間で卒論

を纏めました。多くの若い学生と年配の友と共に、

夏季スクーリングで机を並べ、演習では討論をし、

共同作業をし、時には先生を囲んで懇親会等に出席

し楽しいひと時を過ごしました。

　卒論の史料収集には苦労し、色々な機会に数多く

の方にお世話になり、感謝しております。卒論の課

題には郷土秋田県の題材を収集し、秋田公文書館、

国立国会図書館、法政大学図書館、都立中央図書館

等にお世話になりました。

　色々調査している中で、現在、世界中が温暖化現

象、気候の変化により、旱魃、水害突風被害等が発

生している中で、秋田藩が生んだ老農「渡部斧松翁」

の事跡に現代でも大いに参考になるのではなかろ

うか。秋田県の再生と大発展には政府の減反政策を

即時に廃止し、荒れた田畑を再生し、家畜用米、大

豆、玉蜀黍、野菜、果樹、養蚕等秋田の風土に合う

魅力ある農産物を育成し、林業の再生等お互いに知

恵を絞り、観光のほか道路工事に変わる働き場所を

生み出す工夫が必要ではなかろうか。今アフリカの

支援問題が討議されているが、部族間の対立を解消

し、まず、水利、道路等を改良し、長期的には農地

を再生させ、働く農民を育成し、経済の向上の基礎

がため的な自立思考の援助に転換すべき時期に来

ているのではなかろうか。

　卒論を纏めるにあたり、能代高校後輩の秋田公立

美術工芸短期大学教授、野村松信氏 ( 第 48 期 ) に

大変お世話になりましたことを、この紙面上から厚

く御礼申し上げます。

　平成 20 年 3月 7日から 9日までの 3日間、菅平

高原スキー場で行われた東京都スキー連盟主催の準

指導員検定会に参加して合格した。最高齢 71 才で

の合格者となり、プロのスキー教師の一員になっ

た。能代の出身だから雪の中で遊んで育ち、雪には

慣れているとはいうものの、きちんとスキーを習い

だしたのは 60 才になってからだった。入会資格 40

才以上という中高年のスキークラブ・クラシックス

キークラブに入れていただいたのが本格的にスキー

を始めるきっかけだった。雪国出身で、滑るのは人

並み以上と自負していたが、クラブの皆さんのきち

んとしたきれいな滑りにびっくりした。クラブに入

れていただいてすぐのバッジテストで 2級には合格

したものの、基礎からちゃんと習わないと駄目だと、

それからは毎シーズン講習漬けだった。

　船橋の室内スキー場・ザウスがある頃などは、真

夏でも毎週のように通ったものである。6年前に 1

級をいただいて、アマチュアとしてはこれでよしと

思ったものの、スキー技術には終わりがなく、全日

本ナショナルデモンストレーターだった先生につい

てさらに磨きをかけることを続けた。

　昨年古希を迎えて最後の挑戦で準指導員試験を受

けてみようかなという気持ちになり先生に相談した

ところ、那須さんの年でこれほど滑れる人は世の中

にいないから合格のチャンスはありますよとのこと。

20 才からの孫みたいな若い受験者に混じっての試

験で、ここ 2年ほどは 60 才台以上での合格者はゼ

ロという状況の中での挑戦となった。

　3月 7日午前 9時、菅平スキー場中央広場に 360

人の受験者とサポーターや応援団数百人が集まって

開会式が行われた。受験生は、我こそはという腕自

慢の若者たちがほとんどであり、中高年は数えるほ

どしかいない。

　開会式のあとすぐに種目ごとの試験会場にわかれ

て検定が始まった。試験は実技 9種目の検定と学科

試験である。実技は、テールコントロールから緩斜

面整地のプルークボーゲン、急斜面不整地でのシュ

テムターン、急斜面整地の小回りの 3種目、トップ

＆テールコントロールからは急斜面整地の大回り、

急斜面不整地の小回り、緩斜面整地のプルークター

ンの 3種目、トップコントロールからは中斜面整地

の中回りと大回りの 2種目それにポールがあり全部

で 9種目である。各検定会場では受験者を囲んでサ

ポーターたちがザックに入れた熱い飲み物やバナナ、

郷土史への取り組み

　　　　　　　　第 24 期　山縣　輝輔

71才の挑戦

　　　　　　　　第 25 期　那須　秋男

投稿
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孫を訪ねて北欧へ

　　　　　　　　第 29 期　宮腰　瑞夫

　職場で「デンマークは北緯何度ですか？」と尋

ねられ、大潟村が 40 度であることを思い出し、50

～ 60 度ぐらいかなと安易に返答したが気になって

いた。正解は北緯 56度だった。

　その 56度 00分にあるコペンハーゲンに昨年 12

月 16日～21日まで滞在した。空港では、コペンハー

ゲンで家庭を持った娘が、2ヵ月前に出産した孫を

バギーに乗せてきており、感動の初対面を果たした

（実は誕生直後スカイプ映像で間接的に対面した）。

色が白い。

　コペンハーゲンへの訪問は 3回目。これまでは

ホテル住まいだったが、今回はアパートに転がり

込み、実際にスーパーで食材を買い出し、コーラ

の空壜でデポジットを経験し、キッチンで簡単な

朝食を作ったり、ホームステイに準じた暮らしを

試みることができ、満足できる日々であった。

　孫の世話で手を離せない娘に頼まれ、パンを買

いに行ったが、店内のショーケースを見て「ザッ

ツワン」としか言えず、「プリーズ」を言い忘れた。

娘にそれを必ず言うように念を押されていたが後の

祭だった。

　外気はマイナス5度前後。雪はない。近くのデパー

トはクリスマスプレゼントを買う女性客で賑わい、

素敵なコート、ジャケット、ブーツを身につけ、ス

タイル抜群の北欧美人のファッションショーに出く

わしたようだった。消費税 25％は痛いが、福祉の

国だから老後には間違いなく還元されるし、医療費

は無料。子供の教育費も社会人になるまで無料。

　午後 3時頃には辺りが真暗となり日没が早い。街

路灯やショーウィンドーの明かりが頼りとなり、ほ

のかな光が北欧人の心の暖かさとダブって感じられ

る。何故なら、この国では「ヒュゲ」といって、ロー

ソクの灯火で食事をしたり談笑する風習があり、心

を癒してくれる雰囲気を醸し出し、光を大切にする。

　街の広場ではクリスマスに欠かせないモミの木が

沢山並べて売られていた。日本の組立て物と違い、

枝振りが良く育成された生の木そのもので、手作り

人形、星形、光りの小道具等を飾り付けることが家

庭の楽しみだ。

　コペンハーゲンといえば、アンデルセン、人魚姫

の像、チボリ公園、由緒ある陶器等が挙げられるが、

大理石の教会とも呼ばれる「フレデリック教会」が

お勧めだ。荘厳な教会内部はもちろん、長いラセ

ン階段を昇り詰めると銅茸き丸天井屋外にリング状

の展望台がある。眼下にはデンマーク王宮の居城で

ある「アマリエンボー宮殿」があり、衛兵の交代式

が行われる八角形の大広場が見える。また正面には

オペラハウス、右手に豪華連絡船、洋上の彼方にス

ウェーデンが広がり、北欧有数の絶景ポイントであ

る。

　この国の洋上ウィンドファームは世界的に有名で

ある。その姿を見ると能代の陸上ウィンドファーム

の風車を思い出す。環境と経済が好循環する社会を

望みたいものである。

チョコレートなどで受験者の面倒をみている。初日

は 4種目の検定が行われ、その夜は別の会場に連

れていかれて 2時間の学科試験。四答択一式の問

題 74 問と 2問の記述問題だった。二日目も昼食休

憩なしでトップコントロールの大回り、不整地の小

回り、トップ＆テールの大回り、プルークボーゲン

の 4種目の検定が行われた。最終三日目は二本の

ポールバーンで制限滑降の 1種目のみ。今年はタイ

ムを計測せずに滑り方を 3人の検定員が評価した。

午前 11 時すぎにはすべての検定が終わって閉会式。

合否の発表は午後 3時から菅平リゾートセンター

の大広間で行われた。正面のスクリーンに合格者の

ゼッケン番号が次々と映し出され、あちこちでどよ

めきがおこる。この一年間の集中と三日間の緊張で、

自分の番号が出てきたときは思わず涙が出た。年配

者にとっては大変な試験で、相当な覚悟の人以外に

はとても勧められない試験であった。

　全日本スキー連盟認定のスキー教師は全国で4万

7 千人もいるので、71 才の私に習いたいなどとい

う人はいるはずもないが、私たちのクラブには 630

人の中高年スキーヤーがいるので、その人たちに教

えることになるだろうと思う。これまでは毎シーズ

ンのべ 60 日ぐらいは滑っていたが、いつまで続け

られることか。

フレデリック教会
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　去る 2月 16 日、初の 38 期同期会を西麻布の「季

節料理 能代」（同期生佐藤春香君のお店）で開催し

ました。東京同窓会で再会した人を中心に 11 名が

集まりました。いつもの顔、40 年ぶりの顔など、

一同に揃いお互いに変わり果てた姿？と自分の姿

の再確認…。

　すぐに 40 年前に戻り、近況や昔話に花を咲かせ、

　　27期・古稀の同窓会

　　　　　　　　第 27 期　後藤　信義

28期の古稀同窓会

　　　　　　　　第 28 期　石川　輔宏

　昨年 9月 12 日、東京同期会をホテルグランドヒ

ル市ヶ谷で開催しました。

　卒業以来 50 年、古稀の祝いを兼ねた久しぶりの

東京同期会は女性５名、地方からの参加者７名には

じめての出席者もあり 35名集まりました。

　青春のひとときを共有した仲間は旧交を温め語

り合い、校歌や応援歌に能代時代を想い楽しいひと

時を過ごしました。

　古稀とはいえまだまだ若い仲間ですが、未知の老

後に立ち向かうなかで同期の絆を確認し、次回の再

会を楽しみに散会しました。

　同窓生の皆さん、お変わりありませんか？

　私は退職してから早や６年が経過、ドップリ年

金生活に浸っておりますが、お陰さまで勤めてい

た会社のＯＢ会のお手伝いやら町内会の役員やら

で結構忙しくしております。

　さて、私達 28 期生も今年は高校卒業 50 周年と

古希を迎え、去る５月 26 日首都圏在住者による記

念同期会を開催いたしました。

　今年の同期会の世話人は塩呑惇、越後政明、須

田正巳、神馬靖子と石川輔宏（世話人代表）の５

人が担当しました。

　今年は、遠くは福岡、名古屋、仙台からも参加

者があり、過去最高の 25 名が集まりました。第一

部は文京区の名園「六義園」にて抹茶のお手前と

庭園散策、第二部は会場を新日鐵代々木倶楽部に

移して宴会を行いました。

　50 年振りに会う方も居て懐かしさいっぱいの昔

話に花が咲き、たちまち樽子山の能代高校が出現。

時間も忘れ語り合い、お陰さまで記念同期会に相応

しい心に残る同期会となりました。

　最後に、健康に気をつけてこれからも元気で集ま

ろうと誓い合い、お開きとなりました。

　また、私達の歩み『70 年の記録』も編集・発行

の予定です。

　写真は六義園での記念写真です。

卒業40周年で集合

　　　　　　　　第 38 期　豊嶋　　誠

新橋で同窓生に会える店

《お昼には麦とろろご飯に

　　　　　焼き魚か煮魚が一品ついた定食が人気！》

おいしい酒
と 肴 の 店 新橋「和 作」

第36期　加 藤 和 海（能代市新柳町出身）

新橋駅前ビル1号館
（蒸気機関車の反対側の駅ビル1階）

TEL 03-3575-1756

投稿



45 期同期会参加者（13名）（敬称略）

袴田邦夫、塚本裕幸、奈良博文、大塚雄三、真崎裕、

佐藤晃、相澤正和、河田昌俊、金谷哲、淡路利行、

織田尚明、平野信任、三浦洋
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大いに盛り上がりました。

　残念ながら今回参加できなかった方々からは、近

況報告やメールアドレス等の沢山の返信を頂きまし

た。

　「次回はさらに大盛会にしたいね」と再会を誓い

お開きとなり、その後二次会、三次会と流れた人も…。

　写真は 11名の不良中年面々です。

　2008 年が明けて間もなく、同期の平野信任君か

らメイルが届いた。１月 12 日（土）に能代他から

同期生が上京するので、５～６人で集まって新年会

をやろうという内容だった。

　私から更に何人かの同期生にメイルで呼びかけた

ところ、以下のコメントつきで出席の回答が届いた。

「成人病検診に引っかかりまして、検査を受けてお

りました。結果次第では、欠席するつもりでした

が なんと、「異常なし」との結果となりましたので、

喜んで参加させて頂きたく。 」

「本当に、パソコンというのは情報手段として優れ

ものですね。」

「『ふぐ』らしいじゃないですか。すごく間際ですけ

ど、追加１人って大丈夫ですか。OKなら、お願い

いたします。」

「当日遅れるかも知れませんが（生意気にゴルフで

す）、参加致します。遅れても割り勘の鉄の掟、よー

く了解しました。」

　どのコメントにも“是が非でも酒を一緒に呑みた

い”との気持ちがこもっている。

　場所はいつもの上野「きくち」（店主 43 期菊池

忠夫氏）である。三々五々到着するも、その都度乾

杯を繰り返して６時過ぎに全員がそろった頃には既

に皆ほろ酔い状態となっていた。全員そろったとこ

ろで近況報告に始まり、病気自慢や能代市の現状を

聞きながら、知らず知らずに全員高校時代へのタイ

ムトンネルをくぐっていた。

　私は淡路君、織田君と卒業以来 33 年ぶりの再会

だったが、他にも卒業以来という声が聞こえていた。

　樽子山での思い出が次々と出てくるも、話題はあ

ちこちに飛ぶことしかり、ぐじゃぐじゃ、所謂“ワ

ヤ”の状態が続き４時間余りが過ぎた。

　最後の締めは我ら同期の“歌を忘れた応援団長”

こと奈良君のちょっと怪しいリードで校歌、応援歌

を合唱して一次会を終了した。

　単身赴任先の山口県からかけつけた相澤君を含む

数名は、その後最終の新幹線で北関東方面に移動し

て泊り込みで更なる旧交を温めたらしい。また、残

る有志は国際親善と称して池之端地区での二次会に

繰り出したのだが、こちらは記憶が定かではない。

新年早々上野に集う

　　　　　　　　第 45 期　三浦　　洋
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　平成 19 年 12 月 15 日（土）、上野御徒町の「ふぐ・

季節料理　きくち」で 48 期３年Ｇ組の局地的同窓

会が執り行われました。肝煎りは、能代高校東京同

窓会の掲示板でおなじみの野村松信くんです。高校

時代の彼の印象は、坊主刈りの朴訥な柔道少年、と

いった感じだったのですが、掲示板での様子から野

村くんの活躍ぶりをうかがっておりました。

　野村くんは現在秋田公立美術工芸短期大学産業デ

ザイン学科教授ということで、同級の出世頭といっ

てもいいでしょう。彼は出張のためしばしば上京さ

れるようで、私の兄（利行：45 期）が柔道部だっ

たこともあって、最近ひょんなことからメールをい

ただき、今般 30 年ぶりに再会の運びとなりました。

メールで日程など連絡しあったあとの集まりで、そ

れこそ「オフ会」といった趣で、ネットで集まって

は解散する、という今の時代を感じた次第です。

　野村くんの尽力のおかげで、当日は安保伸一くん、

北林蒔子さん、渡辺美季子さん、宮腰渉くん、斉藤

恒浩くんが駆けつけてくれました。何だか知りませ

んが私の妹の淡路和子（55 期）もおまけで加わり、

参加者は全部で８名でした。

　彼ら以外にも、都内近郊に住んでいる同級生何人

かに連絡をとってもらいました。長岡正人くん、仙

台英俊くんとは連絡がとれたのですが仕事の関係で

都合がつかず、今回の参加は見送りとなりました。

しかし、今回の出来事をきっかけに連絡が取れたこ

とはそれなりの収穫だったと思います。木曽昌司（源

蔵）くんにもメールを出したのですが、残念ながら

返信は来ませんでした。この一文が目にとまること

があれば、ぜひ連絡をもらいたいものです。

　それでも、発作的に呼びかけた割に、同期が 7人

集まったというのはなかなか素晴らしいことで、能

代時代の昔話から、同期生や先輩後輩の消息、仕事

のこと、家族のこと、話は尽きません。野村くんは

仕事のため秋田から上京していたのですが、卒業ア

ルバムを持って来てくれており、それを眺めながら

またひとしきり盛り上がりました。

　みんなそれなりに貫禄がついたり、容姿の変貌が

あったり、いろいろ人生経験を積んで来た年代であ

り、傍目にはきりたんぽ鍋をつついて盛り上がって

いるおじさんおばさんたちなのでしょうが、私自身

　　　第48期3G同級会
～ It was thirty years ago today ～ 

　　　　　　　　第 48 期 　淡路　正則

は高校時代に戻ったような、みんな何も変わってい

ないのではないかといった錯覚に陥ってしまいまし

た。

　不惑の年代はもう終盤、天命を知る区切りの齢に

なったら今度はもっと盛大に集まろうと皆で誓いつ

つ、二次会の数名を残して中締め・散会となりました。

　

卒業アルバムを見ながら談笑

　桜の花がプレーをしている最中にみるみる開花

する光景を思い浮かべてみて下さい。能球会の春

の例会は、そんな素敵な所で開催されます。場所は

浦和カントリー倶楽部。スコアの良し悪しは別とし

て、日頃のストレスや嫌な事も、でらっと忘れさせ

てくれます。

　かく言う私がゴルフを始めたイキサツは、幹事会

の後の飲み会だったと思います。五日会会長で能球

会の世話人でもある石井先輩が「カタヤ、おめもや

ればどんだ？」それを聞いていた宮腰先輩が「よし、

俺のお古一式やるがらやってみれ」。

　それまでゴルフは自分では決してやろうとは

思ってもみませんでした。練習という練習も無いま

ま、いきなりコースデビューとなった訳です。勿論、

マナーもろくに知らなかったので、ボールマークを

ボールの前に置いてみたり、他の人のラインを平気

で横切ってみたり…。そんなこんなでも、何回か出

席しているうちに、ゴルフの楽しさ、面白さが少し

ずつわかってきているような気がします。

　今は会員がゲストを一人参加させる事が出来ま

すが、何しろ気心の知れた同じ能代の先輩・後輩、

面白いハプニングも多々あります。例えば…

　高谷先輩と同じ組で回っていた私、片谷がいま

ゲッパでも楽しいゴルフ！ 
～能球会～

　　　　　　　　第 49 期 　 片谷　浩之

投稿
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　美味しい空気を求めて『第３回能高釣りクラブ』

が行なわれました。５月 25 日早朝５時、７時に中

央高速談合坂サービスエリアに集合。新緑のすがす

がしい空気の中で、渓流に糸をたらして釣る人もい

ましたが、初めてのフライフィッシングを楽しみま

した。初めてのこととは言えこんなにも疲れる釣と

は思いませんでした。…となるはずだったのに、当

日はまさかの大雨に見舞われ今回は延期 !!

　写真は前回の釣風景です。Ｔクンの子供も参加し

て楽しく釣りを行ないました。昼にはそれぞれ持ち

寄った食材で、バーベキュウです。Ｈサンの奥様の

手料理も味わえました。これが一番美味しかったか

も！ 

　夕方には近くの温泉で裸の付き合いです。釣りの

疲れを温泉で落としての帰宅です。 釣れた魚は全員

で分配しました。１人 10匹ぐらいの釣果でした。 

　自然の美味しい空気をいっぱい吸い、適度に魚も

つれ、温泉を楽しめるこんな会です。 

　バーベキュウと温泉を楽しみたい方も募集してい

ます !!

2007 年 11 月 25 日、リヴァスポット早戸にて

した。先発の組にいたＯ先輩は、隣のコースから私

に檄を飛ばしました。「タカヤ！球見ろ球！」勿論、

高谷先輩はＯさんの先輩でもあり、カタヤとタカヤ

を間違えたのは言うまでもありませんが、ちょっと

した笑い話です。

　少し残念なのは、レディースが少ない事でしょう

か。日差しが気になるところかもしれませんが、青々

としたフェアウェイを歩くのは、この上なく気持ち

が良く、他のコンペには女性も多く見かけます。私

なんか…と思っているそこの淑女の皆さん、大丈夫

です。初心者にもわかりやすい指導をしてくれる先

輩方がいっぱいですし、何よりも毎回「ゲッパ」の

私がいます。

　老若男女、誰でもいつまでも楽しめるスポーツを、

貴女もしてみませんか？ほら、藍ちゃんや桃子ちゃ

んのように…。

4月 2日、浦和で開催された第 26回能球会

能高釣りクラブ

　　　　　　　　第 41 期 　小河　範也

******************************************************

同好会（サークル）募集中
　東京同窓会では 2008 年９月現在、「能球会」「能

高五日会」「樽子山会」「東京探訪の会」「能高釣り

クラブ」の同好会が活動しています。新たな同好

会も募集中です。同窓生のさらなる親睦のための

同好会について、提案や希望がある方は、事務局（菅

原）へご連絡ください。軌道に乗るまでは事務局

も協力したいと考えております。

******************************************************

御徒町で同窓生に会える店    

ふぐ・季節料理

き　く　ち
第 43期　菊　池　忠　夫

〒 110-0005
東京都台東区上野 6-6-4 デュ－クビル 1F
JR 御徒町駅より歩いて３分位
電話 03-3839-3382
e-mail：fugu-kikuchi@mrg.biglobe.ne.jp

白神山地（藤里町）出身
http://www5b.biglobe.ne.jp/̃fugu-ki/
http://homepage2.nifty.com/shoryo-tokyo/g2kikuchi.html
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　昨年 11 月に横浜の中華街で行った樽子山会の際

に、たまには泊りがけでやろうという声があり、５

月 18日に栃木県の湯西川温泉に出かけました。

　約 4時間のバスは辛い、月曜にかかると不都合、

体調が悪いなどの理由から参加者は少なく、僅か

７名（21期２名、22 期１名、25 期２名、26 期２名）。

21 期生は旧制能中に入学し能南高で卒業した年次

なので、話が戦前戦後のまさに樽子山時代に及んだ。

　話題は飲むほどに後期高齢者年金や、石油高騰な

どの社会問題、停滞する政治問題など尽きることな

く続いた。同窓会の話題としては年代格差・ギャッ

プの問題で意見が一致したのは参加者が皆 70 歳台

であったせいか。高齢者は様々の環境変化の中で収

入が目減りし、心身ともに生きにくくなっている。

当会イコール高齢者会であるとしたら、親睦を目

的としてスタートした当会は何を以って今後の親

睦を図るか。樽子山会は当同窓会や母校のために

何をすることができ、そして、次世代には何を伝

えていくべきであるか。新緑の山道をバスに揺ら

れ、うとうとしながら見えない答を求めていた。ま、

そんなに難しく考えることもナイか。

　　バスに揺られて ～樽子山会～ 

　　　　　　　　第 25 期　畠　　豊彦

一石三鳥の東京探訪の会 

　　　　　　　　第 51 期　袴田　　亘

　「東京探訪の会」、王子編と荻窪編に２度参加させ

ていただきました。最寄り駅に集合し、地図とポイ

ント解説をいただき、参加者全員でスタート。「よ

く聞くけど、ここだったのか。東京にもこんなとこ

ろ（自然）があったのか」と驚きの言葉が多かった

のが印象です。

　通算第２回目は11月17日（土）北区王子。落語「王

子の狐」の舞台を歩くというテーマで、第 45 期の

袴田邦夫さんのご案内により、音無川、落語に出て

くる料理屋の跡、王子神社を巡って、王子稲荷神社

へ。お稲荷さんの奥の狐の穴ものぞきましたが、残

念ながら本物の狐には会うことができませんでした。

狐につままれた感じってこれですか？

　江戸の行楽地だったという王子のにぎわいを垣間

見ることができました。それから広い名主の滝公園

を散策して、石鍋くず餅店で休憩。名物のくず餅や

栗蒸し羊羹など、それぞれ甘い物を堪能し、王子駅

で解散しました。

　第３回目は４月５日（土）杉並区荻窪。名門旧跡

巡りと花見をテーマ（？）に、第 45 期の平野信任

さんのご案内で、広い日本庭園のある大田黒公園（大

正時代に活躍した音楽評論家 大田黒元雄の邸宅跡）、

近衛文麿の別邸だった荻外荘（てきがいそう）、善

福寺川緑地公園と巡って、荻窪駅で解散しました。

開花宣言から２週間経って散りかけたとはいえ、善

福寺公園の桜はみごとで、いい花見ができました。

　是非、みなさんもふるって参加いただきたいと考

えております。一石二鳥ならぬ一石三鳥の価値があ

りますので、ご紹介いたします。

一鳥目：一度は行ってみたいけど、その場所だけを

目的に自分一人や家族とでは行きづらい、でも行っ

てみたい。そんなもやもやが解消でき、あらためて

東京の良さが実感できる。

二鳥目：約２時間（休憩あり）歩くため健康にもい

い。特に、メタボが気になる方は、いい運動になり

ますよ。

三鳥目：目的地にたどりつくまでは、ふるさとの情

報に加え、各自の近況報告や昔話に花が咲き、総会

や幹事会では知らなかった先輩、後輩の一面が垣間

見え、とても有意義な時間を過ごすことができる。

　こんなすばらしい「東京探訪の会」への参加をお

待ちしております。

大田黒公園にて

投稿



－19 －

能代高校東京同窓会会報　平成 20年（2008）9月 1日

　皆様、こんにちは。

　さて、今回はひとつ同窓会のブログをご紹介いた

しましょう。今や能代高校本校、本校同窓会、東京

同窓会など、全てホームページを掲げております。

皆様、パソコン・携帯電話から一度はクリクリと各

ホームページにお訪ねいただいたことと思います。

ホームページには、学校・同窓の話題がテンコ盛り

です。「目が点」の情報なんかもたくさん見つかり

ますネ。ホームページを存分に利用し、そして楽し

みたいものです。

　さてさて、ホームページとは別の情報ツールのひ

とつに、「ブログ」なるものがあります。ブログ＝ウェ

ブログのことで、ウェブ上に残される記録、くらい

の意味だそうです。いわば頻繁に更新される日記の

ようなものです。

　東京同窓会のブログは「いつかの同窓会」といい

ます。これが面白い。ご覧になったことがあります

か？とにかく情報豊富、話題騒然、一回来てたんせ。

話題は地元の「バッケ汁」から、活躍する同窓生の

話題、はたまた全国版の雑誌「ソトコト」に掲載さ

れた全日本食育都市ランキング 100 の部門第一位

である三種町の食育コンビニ（JA秋田やまもと直

営コンビニ…「食の安全・安心」をコンセプトに）

に至るまでその話題の豊富なこと。

　食育コンビニの話題では、三種町在住の、能代高

校同窓、泉さんから心のこもった（涙ホロリの）投

稿をいただきました。

　ほんとに生き生きとしたブログです。是非、お立

ち寄りください。そして気軽に「足跡」を残してみ

ませんか。「足跡」を残していただけたら、同窓生

からのコメントがきっとありますヨ。

　　ホームページと
　　　　ブログに来てたんせ

　　　　　　　　第 46 期　斉藤　靖雄　昨年 10 月、はじめて東京同窓会に参加させてい

ただき、若手メンバーの会「能高五日会」の方から

お誘いを受け、それ以来参加させていただいてい

ます。忘年会、新年会、花見会、暑気払いと定期的

に集まって、会員の皆さんと交流を深め、楽しく語

り合いながら、ノミニケーションを行っています。

校歌を歌ったり、現在の能代の情報や、過去の話題

に話を咲かせています。

　東京同窓会に参加したのは、大先輩にシダックス

の副会長若松正雄さんがいらっしゃって、その講演

があると聞いての参加でした。私は、管理栄養士で

老人病院に勤務し、高齢者の給食を作っていたので

すが、働きながら早稲田大学大学院の人間科学研究

科に在籍し、「高齢者の給食の満足度」の調査をし

ました。修士論文は、老人保健施設の入所者にイン

タビューをして、高齢者の給食における問題を考察

しました。内容が、働きながらの研究でお粗末だっ

たので、その不全感のため、早稲田を修了し大学の

助手に就職したにもかかわらず仕事をやめ、今は東

京医科大学大学院博士課程で、アルバイトと貯金を

切り崩しながら生活苦と闘いながら、研究生活なの

です。一箇所の調査だったため、ぜひ大規模調査を

行いたいと考え、シダックスの事業所での調査を

お願いしたいと不純な理由からの参加でした。その

調査は、研究計画がしっかりしていないという理由

で大学からのOKが出ずストップしているので（個

人情報保護法にからみ倫理委員会など調査計画は

大変になりました）、総会以来シダックスの若松さ

んにはお願いに伺っておらず、失礼しています。

　そんなきっかけの五日会でしたが、その魅力には

まってしまい、欠かさずの参加になってしまいまし

た。メンバーは本当に多彩で、いろいろな方面の話

が聞けます。一応東京同窓会の若手の会ということ

ですが、メンバーの年齢の幅はとても広いので（＊

45 期から下の世代）、興味があったらぜひ参加して

ほしいと思います。

　私事になりますが、50 前にして大学院に入って、

苦学生になりましたので、いろいろな思いを抱えて

おりますが、五日会は本当にそんなことを忘れる楽

しい時間をすごせることは間違いありません。一度

参加したら、きっとまた参加したくなる、そんな会

です。皆さんの参加をお待ちしております。

総会と五日会に参加して

　　　　　　　　第 48 期　北林　蒔子

能高東京同窓会ホームページのURLが新しく
なりました。

デザイン、内容の変更も準備中です。お楽しみに。

http://shoryokenji.web.fc2.com/
ホームページからブログや「事務局からのお知ら

せ」、会報のバックナンバーのページ等にリンクし

ています。

******************************************************

******************************************************
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編集後記

★紙面の都合で簡易版を掲載しました。総会資料、東京同窓会ホームページでは詳細をご覧いただけます。

 平成20年度年会費納入者 （敬称略）　（2008.7.22日現在）
（2007年 9月1日～2008年 8月30日迄にご入金頂いた方）
【04期】武藤裕宣 【13 期】勝永金一 【14 期】宮原茂悦 【15 期】吉田信一 【16 期】金丸明、熊谷洋三 【17 期】

畠仁也、茂呂定広 【18 期】愛沢鉄治 【19 期】小林肇、鈴木良夫、千葉孝夫、大塚哲郎、五十嵐嘉久彌 【20 期】

金谷芳郎、塩谷隆二、民谷慎一、小野喬、吉田裕 【21 期】五十嵐資和、信太吉右ェ門、小野茂、金井惇 【23

期】矢口裕、設楽義雄、清水良二 【24 期】山縣輝輔、畑江道弘、木村喜作、今村宏司、蓮沼旬、木村信逸、

金子勝信 【25 期】畠豊彦、佐々木胤麿、町田次男、唐津光成、工藤尊久、民谷恒二、北嶋茂、田中秀、大

山定美 【26 期】八柳昭義、佐々木章、畠山信孝、佐々木高博、鎌田吉郎、野呂文雄、板倉富彌、馬場ノリ、

池内廣之、北村祐三、宮腰英彌 【27 期】檜森寛、大村真陸郎、梅田政男、後藤信義、若松正雄、高砂浩、

山田邦夫、斎藤秀夫、栗原優子、加賀義介、工藤豊、佐藤齊、田中郁三、山崎瑞穂、川井芳敬、加賀麗子 【28
期】石川輔宏、宮腰達朗、須田正巳 【29 期】太田勝治、関根市男、宮腰興紀、石川正順、宮腰瑞夫、鈴木

元紀、佐藤晃一、清水武久、嶋田雄右、笹木広澄、中田龍一、赤塚鉄男 【30 期】熊谷幸夫、田村正宏、今

立駿、相沢節夫、田中勝美、藤田道義、武田茂、宮原卓、工藤トシ子 【31 期】長岡満夫、城野攻一 【32 期】

高田政勝、高谷誠、森喬夫、越前谷明則、菅紀夫 【33 期】皆川尚一、清水靖子、武田功、矢木信章、工藤

耕平 【34 期】棚橋東峰、庄内正、長岡忠光、金田三千夫、西川廣正 【35 期】石山眞、横田眞理子、佐々木

正男、田村博、干場革治、戸松大洋、加賀亮司、桝修、平川徳道 【36 期】深井学、加藤和海、武田忠克、

男鹿谷浩市 【37 期】若狭秀己、小野津世子、加賀咲男、小林雅夫、加茂谷純一 【38 期】豊嶋誠、金野正道、

佐藤春香、棚橋牧人、宮腰昇、酒田正克 【39 期】大塚進、菅原渉、金野峻明 【40 期】智田農、熊澤朝子 【41

期】小河範也、鈴木幸男、大久保英生 【43 期】福岡武、菊池忠夫、佐藤悌弘、幸坂和彦、渡辺博栄、高橋

敦子、近藤信雄 【44 期】庄内俊憲、伊川美津広 【45 期】三浦洋、袴田邦夫、大塚雄蔵、平野信任、鎌田泰

宏、真崎裕、高松武史、塚本裕幸 【46 期】石井喬、吉田真由美、斉藤靖雄 【47 期】平川均、和平忠幸、大

坂吉行 【48 期】北林蒔子 【49 期】片谷浩之、松永京子、田村盛仁 【51 期】袴田亘 【52 期】井潟正彦 【53 期】

吉田順、梶原禎子 【54 期】佐藤篤規 【55 期】淡路和子、大山顕 【58 期】原田長政 【62 期】大高忠勉 【63 期】

福本円 【67 期】小野立 【75 期】小松かおり、小松佳徳       以上合計　182 名
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収入の部 支出の部
項　　目 予　　算 決　　算 項　　目 予　　算 決　　算
総会収入 740,000 674,000 総　 会 　費 1,065,000 945,540 
会費収入 480,000 434,000 組 織 拡 張 費 22,500 17,835
雑 収 入 110,040 205,607 一 般 管 理 費 240,000 233,099
当期合計 1,330,040 1,313,607 当  期  合  計 1,327,500 1,196,483

当  期  収 支 2,540 117,124
前年度繰越金 771,429
翌年度繰越金 888,553

　今年もたくさんのみなさまに会報制作にご協力いただきま
して、誠にありがとうございました。予想以上に投稿が充実
したため、昨年までの会報よりページを増やして、全 20 ペー
ジとしました。これまで読むだけだったみなさまも、来年は
ご参加をお待ちしております。
　この会報をきっかけとして、総会をはじめとした今後の同
窓会の交流に役立てていただければ幸いです。　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（会報制作委員会）




